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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本研究は、ビデオテープや HDD、光ディスクなどの蓄積デバイスに記録した映像に対して、その
蓄積デバイスを格納したストレージ機器の利用者（視聴者）が、映像コンテンツの中から観たい場面
（シーン）を検索する機能を「映像シーン検索」機能として、その開発を目的に掲げ研究を進めた。
この機能を実現するには、大きく分けて以下の 2 通りの実現方法がある。 
 
(1)早送りや巻き戻しのように、映像のフレーム(コマ)を飛ばしながら視聴者に提示する
ことで、視聴者が観たい場面（シーン）まで素早くコンテンツを送る映像シーン検索
方法 
(2)ハイライト部分をまとめたコンテンツの要約の如く、視聴者が観たいと推定できる有
意な場面（シーン）を抽出してその場面のみを再生するような映像シーン検索方法 
 
本論文では、(1)で示す映像シーン検索について、アナログ記録方式からデジタル記録方式まで、
幅広くストレージ機器全般における映像シーン検索方法の研究を進めた。映像のフレーム(コマ)を飛
ばして映像シーン検索するストレージ機器として、第一番目にアナログ VTR を採り上げ、技術課題
を明らかにし、課題を解決する提案、検証、評価結果を第 2 章に示した。次に、デジタル映像信号
を記録するために、RAID 構成の HDD を利用した映像・音声情報蓄積システムを採り上げ、システ
ム検証のために試作した高能率符号化装置の設計を含め、その映像シーン検索を行うアルゴリズムを
示し、検証、評価結果を第 3 章に示した。また、第 3 章では、映像・音声情報蓄積システムから映
像コンテンツをネットワーク配信する場合についても検討し、フレーム(コマ)を飛ばして視聴者に提
示するためのストリーム変換アルゴリズムを検討し、検証、評価結果についても示した。さらには、
再生専用の機器を想定するために、アプリケーションフォーマットまで詳細に規定している光ディス
クにおける映像シーン検索について、符号化アルゴリズム、記録フォーマット、及び検証、評価結果
を第 4 章に示した。なお、早送りや巻き戻しのようにフレーム(コマ)を飛ばす映像シーン検索につい
ては、検索する場面(シーン)を視聴者が見落としてしまわないように表示更新頻度に着目して検討を
進めた。さらに、(2)で示す映像シーン検索については、例えばスポーツや音楽のような特定ジャン
ルのコンテンツに対して要約するようなアルゴリズムを検討し、試作、検証、評価結果を第 5 章に
示した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
VTR や HDD、光ディスク等の大容量記録媒体に記録した映像に対して、ユーザが観たい場面を検
索するには、希望の映像を手早く探せるような仕組みを持つか、観たいであろう場面を機器が推測し
て提示する仕組みを持つことが必要になる。本研究は、ユーザが観たい場面を検索する仕組みを提案
し、その評価・検証を行っている。 
本論文では、VTR のようなアナログ記録機器での映像検索や、映像検索が可能なデジタル映像信
号を高能率符号化して HDD に記録する映像信号記録システムで検索アルゴリズムを示し、システム
設計について述べている。 
第１章では、映像信号を記録再生できるデバイスの開発の歴史、記録再生原理、及び記録のた
めの映像信号処理方式の歴史について概説し、本研究の目的である大容量の映像信号の中からの
シーン検索の背景、位置付けを明らかにしている。 
第２章では、VTR における映像シーン検索で生じやすい反転現象について、その抑圧方式を検討
している。輝度信号の再生時、ゼロクロス点が消失することに着目し、ゼロクロス点が消失する箇所
にパルスを発生させ、記録信号のバランスを回復している。この方法によって、反転現象のない映像
信号に影響を与えていないことも示している。また本方法を LSI 化し VTR 試作機に搭載して、反転
現象の発生する限界が、実機で 2dB 向上していることを実証している。 
第３章では、符号化デジタル信号の映像シーンの検索に関して VTR のように早送りや巻き戻しが
可能なデジタル映像信号符号化、復号化システムの設計を示している。さらに具体的なハードウェア
構成やソフトウェア構成の設計法を示し、試作機によりその機能検証を行っている。 
第４章では、光ディスクに蓄積した圧縮映像データを VTR のように早送りや巻き戻しが可能な符
号化、復号化手法について述べ、高画質な映像符号化が可能な VBR(Valuable Bit Rate)に対応した
デジタル映像信号符号化、復号化装置の設計法を示している。 
第５章では、有意な映像シーン検索として、例えば、スポーツ番組のハイライト部分（番組の盛り
上がった部分）や音楽番組の楽曲部分のみの要約を再生するシーン検索を提案し、試作機により評価
を行っている。これにより、録画時にそれらのシーンを抽出してメタデータとして記録し、それらの
シーンを頭出しし再生する手法を確立している。 
以上のように、ストレージ機器における映像のシーン検索技術について、様々な記録デバイスに記
録した場合の課題とその解決策を示している。具体的な設計法及びその検証結果を示し、早送り/巻
き戻しのような検索手法と、有意な映像シーンを探し出す手法の 2 つの映像シーン検索手法が実現
できることを示している。 
以上を総合して、本論文の著者は、博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
